
1

1 ㋒ とぶ　2 ㋑ ほえる　3 ㋑ さく　4 ㋑ ふる　5 ㋒ およぐ　6 ㋐ なく　7 ㋑ もえる　

8 ㋒ 光る

見て あげる ところ

えらんだ あとで 文を 声に 出して 読むと、おかしい ところに 自分で 気づけます。

つぎの 1まい: 「いつ・どこで・何を」 (k2-66)
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しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-65

だれが・どうする
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ
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1

1 ア　2 イ　3 ウ　4 エ　5 オ

2

6 ウ　7 ア　8 イ　9 エ　10 オ

見て あげる ところ

「いつ？」「どこで？」と 聞いて、答えに なる ことばを さがします。

「いつ・どこで・だれが・何を・どうした」が そろうと、くわしい 文に なります。日記

を 書く ときにも つかえます。

つぎの 1まい: 「ならべて 文を 作ろう」 (k2-67)
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いつ・どこで・何を
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1

1「ねこが」　3「おいかけた」　2「ねずみを」

2

1「日曜日に」　5「買った」　3「母が」　2「店で」　4「やさいを」

見て あげる ところ

ならべた あとで、文に して 声に 出して 読んで みましょう（ねこが ねずみを おいかけ

た。など）。

つぎの 1まい: 「そして・でも・だから」 (k2-68)
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しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-67

ならべて 文を 作ろう
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ
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ならべよう


